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運用報告書（全体版） 

モルガン・スタンレー グローバル・ 
プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

 

 
 

第８期（決算日：2020年２月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「モルガン・スタンレー グロー

バル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）」

は、去る２月25日に第８期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2027年２月23日まで（2012年２月17日設定） 

運 用 方 針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の成
長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

モルガン・スタンレー グローバ
ル・プレミアム株式オープン マ
ザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界各国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運 用 方 法 

・世界各国の株式のうち、プレミアム企業の株
式に投資を行い、中長期的な値上がり益の獲
得を目指します。 

・銘柄の選定に際しては、長期保有を視野に徹
底的なボトムアップ・アプローチを行い、利益
成長の持続可能性を多面的に分析します。 

・モルガン・スタンレー・インベストメント・マ
ネジメント・リミテッドに運用指図の権限を
委託します。 

・外貨建資産について、原則として為替ヘッジ
を行いません。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

・マザーファンドへの投資割合は、
制限を設けません。 

・株式への実質投資割合は、制限を
設けません。 

・同一銘柄の株式への実質投資割
合は、当ファンドの純資産総額の
10％以内とします。 

・外貨建資産への実質投資割合は、
制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

・株式への投資割合は、制限を設け
ません。 

・同一銘柄の株式への投資割合は、
当マザーファンドの純資産総額
の10％以内とします。 

・外貨建資産への投資割合は、制限
を設けません。 

分 配 方 針 

毎年２月23日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行いま
す。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収
益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等
を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わない
場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

ファンドマネージャーのコメント
◆当期の運用で主眼を置いたポイント
・2019年初時点における先進国株式の株価収益率
（予想ＰＥＲ）は過去20年平均を下回っていた
ため、運用チームの主な懸念点はバリュエー
ションではなく、今後の企業業績の動向でした。
その中でも、中国の景気減速はリスク要因であ
り、特に景気敏感企業に対するマイナスの影響
が大きいと考えていました。また、米国企業は
利益率が既に非常に高い中で、労働力不足や貿
易問題の影響により、収益が圧迫される可能性
がありました。他にも、米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）の金融政策の転換が懸念材料となる
可能性がありました。このような不透明な経済
環境下において、有力な無形資産や価格決定力、
高い利益率を裏付けに企業価値を拡大し続ける
「プレミアム企業」の魅力度が高まると想定し、
従来通りの運用方針を維持しました。
・主な投資行動としては、１銘柄の新規組入と２
銘柄の全売却を行いました。新規組入は、米国
を基盤に世界各地にヘルスケア事業を展開する
THERMO FISHER SCIENTIFIC INCで、2019
年８月に組み入れて以降、株価は堅調に推移し
ました。一方で、米国を中心に家庭用品等を製
造・販売するCLOROX COMPANYなどを全売
却しました。また、当期における主な業種別の
組入比率に関しては、生活必需品の組入比率を
下げ、情報技術およびヘルスケアの組入比率を
高めました。
・保有銘柄のうちクラウド関連事業が堅調に推移

したMICROSOFT CORPの上昇がプラスに寄与
しました。

◆今後の見通し
・2019年の先進国株式の上昇の大部分はＰＥＲの
上昇、残りのごくわずかは配当によるものであ
り、対照的に１株当たり利益（ＥＰＳ）は小幅
なマイナスでした。言い換えると、株価の上昇
に寄与したのは企業の利益成長ではなく、市場
参加者の先行きに対する楽観的な見通し等を背
景とした上昇といえます。運用チームは、足下
のバリュエーションと企業業績の双方について
不安視しています。特に、米国企業を中心とし
た利益率は既に高水準にあるため、一段の利益
成長の機会は限定的で、価格下落リスクが高
まっていると考えています。

◆運用方針
・不透明な環境下、「プレミアム企業」への投資
を継続します。「プレミアム企業」の特長の１
つとして、景気後退局面における下値抵抗力が
あることが挙げられます。予想を下回る企業の
利益成長となった2019年においても、「プレミ
アム企業」は当期を通して安定的に企業価値を
拡大させました。バリュエーションが高く不確
実性が高まっている現在、下値抵抗力の高い
「プレミアム企業」に投資するのは合理的であ
ると運用チームでは考えています。

モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッド
インターナショナル・エクイティ運用チーム
運用責任者
ウィリアム・ロック

ファンド・マネジャー
ブルーノ・ポールソン

上記は、モルガン・スタンレー・
インベストメント・マネジメン
ト・リミテッドの資料を基に、三
菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 米 ド ル 為 替 

（ 参 考 指 数 ） 
M S C I  ワ ー ル ド ・ 
インデックス（税引き後 
配当込み米ドル建て） 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

４期(2016年２月23日) 16,761 400 △ 4.8 112.67 △5.4 13,217 △10.2 96.9 － 7,051 

５期(2017年２月23日) 18,683 400 13.9 113.37 0.6 15,948 20.7 97.0 － 8,408 

６期(2018年２月23日) 19,955 400 8.9 107.01 △5.6 18,676 17.1 95.7 － 19,749 

７期(2019年２月25日) 21,672 500 11.1 110.78 3.5 18,769 0.5 97.9 － 39,633 

８期(2020年２月25日) 25,048 600 18.3 110.91 0.1 21,368 13.8 97.1 － 84,239 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ワールド・インデックス（税引き後配当込み米ドル建て）（出所：MSCI）の基準日前営業日の指数を当ファンドの設定時を10,000

として三菱ＵＦＪ国際投信が指数化したものです。 

出所：MSCI。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をMSCIは何ら保

証するものではありません。またその著作権はMSCIに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他

あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用

等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 米 ド ル 為 替 

（ 参 考 指 数 ） 
M S C I  ワ ー ル ド ・ 
インデックス（税引き後 
配当込み米ドル建て） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年２月25日 21,672 － 110.78 － 18,769 － 97.9 － 

２月末 21,679 0.0 110.87 0.1 18,820 0.3 96.3 － 

３月末 22,497 3.8 110.99 0.2 18,899 0.7 94.7 － 

４月末 23,138 6.8 111.85 1.0 19,563 4.2 96.7 － 

５月末 22,592 4.2 109.36 △1.3 18,735 △ 0.2 96.6 － 

６月末 23,009 6.2 107.79 △2.7 19,667 4.8 96.0 － 

７月末 23,687 9.3 108.64 △1.9 20,017 6.6 95.8 － 

８月末 23,006 6.2 106.46 △3.9 19,416 3.4 96.8 － 

９月末 23,083 6.5 107.92 △2.6 19,840 5.7 95.5 － 

10月末 23,584 8.8 108.88 △1.7 20,420 8.8 96.9 － 

11月末 24,372 12.5 109.56 △1.1 21,040 12.1 96.5 － 

12月末 25,188 16.2 109.56 △1.1 21,639 15.3 96.5 － 

2020年１月末 25,692 18.5 109.06 △1.6 21,722 15.7 96.7 － 

(期  末)         

2020年２月25日 25,648 18.3 110.91 0.1 21,368 13.8 97.1 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

運用経過
第８期：2019年２月26日～2020年２月25日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

15,000

20,000

25,000

30,000

（百万円）

0

200,000

400,000

600,000

2019/２/25 2019/６/26 2019/10/24 2020/２/25

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 ８ 期 首 21,672円
第 ８ 期 末 25,048円
既払分配金 600円
騰 落 率 18.3％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

基準価額は期首に比べ18.3％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米国で利下げが行われたことや米中通商協議が進展したことなど
を背景に先進国株式市場が上昇したことや、MICROSOFT 
CORP（米国）やVISA INC-CLASS A SHARES（米国）の株価
が上昇したことなどが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

第８期：2019年２月26日～2020年２月25日

投資環境について

参考指数の推移（期首を100として指数化）
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ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（税引き後配当込み米ドル建て）

株式市況
先進国株式市場は上昇しました。
期初から2019年４月末にかけては、中国
が景気刺激策の堅持を表明したことや米
国の一部経済指標が堅調であったことな
どから上昇しました。
５月から８月末にかけては、米利下げ観
測の高まりなどから上昇する局面があっ
たものの、米中貿易摩擦への懸念の高ま
りなどを背景に下落しました。
９月以降は英国の合意なき欧州連合（Ｅ
Ｕ）離脱への懸念が後退したことや、米
中通商協議が進展したことなどを受けて
上昇しました。セクター別では、情報技
術や公益事業などが上昇する一方でエネ
ルギーは下落しました。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

為替市況の推移（期首を100として指数化、対円）

80

90

100

110

2019/２/25 2019/６/26 2019/10/24 2020/２/25

円・米ドル

円・ユーロ

円・英ポンド

為替市況
米ドルが対円でほぼ変わらずとなる一方
で、ユーロや英ポンドは対円で下落しま
した。
米ドルは、対円でほぼ変わらずとなりま
した。
ユーロは、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が利
下げを行ったことなどから対円で下落し
ました。
英ポンドは、2019年８月末にかけて英国
のメイ首相の辞任表明などを受けてＥＵ
離脱への懸念が高まったことなどから円
に対して下落しました。その後合意なき
ＥＵ離脱への懸念後退などを受けて上昇
する局面があったものの、期を通してみ
ると対円で下落しました。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

当該投資信託のポートフォリオについて

モルガン・スタンレー　グローバル・
プレミアム株式オープン（為替ヘッジ
なし）
モルガン・スタンレー　グローバル・プ
レミアム株式オープン　マザーファンド
受益証券を主要投資対象とし、組入比率
を高位に保ちました。実質外貨建資産に
ついて、為替ヘッジを行いませんでした。

モルガン・スタンレー　グローバル・
プレミアム株式オープン　マザー
ファンド
高いブランド力や有力な特許、強固な販
売網などの競争優位の無形資産を裏付け
に、持続的にフリー・キャッシュフロー
を増大させることが期待される「プレミ
アム企業」の株式を中心に投資を行いま
した。また、株式の組入比率は、おおむ
ね高位を保ちました。
銘柄の選定に際しては、長期保有を視野
に徹底したボトムアップ・アプローチを
行い、利益成長の持続可能性を多面的に
分析することにより行いました。なお、
運用指図に関する権限をモルガン・スタ
ンレー・インベストメント・マネジメン
ト・リミテッドに委託しています。

銘柄入替のポイントは以下の通りです。
新規組入銘柄
THERMO FISHER SCIENTIFIC INC（米
国）：米国を基盤とする世界最大級のラ
イフサイエンス企業。業績の安定性や株
主還元姿勢などを評価して新規に組み入
れました。

主な売却銘柄
CLOROX COMPANY（米国）：売上高
の成長期待が下がったことや、最高値圏
で推移する中で株価の割安性が低下した
と判断したことなどから、全株売却しま
した。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は、ＭＳＣＩ ワールド・インデックス（税引き
後配当込み米ドル建て）です。
参考指数は、米ドル建であり、為替を考慮していない点
にご留意ください。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

2019/２/25 ～ 2020/２/25

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第８期
2019年２月26日～2020年２月25日

当期分配金（対基準価額比率） 600（2.339％）

当期の収益 600

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 15,047

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

モルガン・スタンレー　グローバル・
プレミアム株式オープン（為替ヘッジ
なし）
モルガン・スタンレー　グローバル・プ
レミアム株式オープン　マザーファンド
受益証券の組入比率を高位に保ち運用を
行っていく方針です。実質外貨建資産に
ついて、原則として為替ヘッジを行いま
せん。

モルガン・スタンレー　グローバル・
プレミアム株式オープン　マザー
ファンド
2019年の先進国株式の上昇の大部分はＰ
ＥＲの上昇、残りのごくわずかは配当に
よるものであり、対照的にＥＰＳは小幅
なマイナスでした。言い換えると、株価
の上昇に寄与したのは企業の利益成長で
はなく、市場参加者の先行きに対する楽
観的な見通し等を背景とした上昇といえ
ます。運用チームは、足下のバリュエー
ションと企業業績の双方について不安視
しています。特に、米国企業を中心とし
た利益率は既に高水準にあるため、一段
の利益成長の機会は限定的で、価格下落
リスクが高まっていると考えています。

不透明な環境下、「プレミアム企業」へ
の投資を継続します。「プレミアム企
業」の特長の１つとして、景気後退局面
における下値抵抗力があることが挙げら
れます。予想を下回る企業の利益成長と
なった2019年においても、「プレミアム
企業」は当期を通して安定的に企業価値
を拡大させました。バリュエーションが
高く不確実性が高まっている現在、下値
抵抗力の高い「プレミアム企業」に投資
するのは合理的であると運用チームでは
考えています。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

2019年２月26日～2020年２月25日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 466 1.982 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (272) (1.156) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (181) (0.771) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (13) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 2 0.010 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (2) (0.010)

(ｃ)有価証券取引税 14 0.059 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (14) (0.059)

(ｄ)そ の 他 費 用 5 0.019 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (4) (0.017) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (3) (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (△2) (△0.009) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 487 2.070

期中の平均基準価額は、23,525円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.00％です。

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
1.16％

総経費率
2.00％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

○売買及び取引の状況 (2019年２月26日～2020年２月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
モルガン・スタンレー グローバル・ 
プレミアム株式オープン マザーファンド 

10,608,103 35,225,000 786,132 2,707,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年２月26日～2020年２月25日) 

 

項 目 
当 期 

モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 82,592,974千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 101,808,326千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.81   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年２月26日～2020年２月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年２月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンド 13,101,202 22,923,173 83,353,242 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

○投資信託財産の構成 (2020年２月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンド 83,353,242 95.6 

コール・ローン等、その他 3,823,428 4.4 

投資信託財産総額 87,176,670 100.0 
 

（注） モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（151,686,223千

円）の投資信託財産総額（151,734,380千円）に対する比率は100.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.91円 １ユーロ＝120.33円 １イギリスポンド＝143.31円 １スイスフラン＝113.21円 

１スウェーデンクローネ＝11.39円    
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年２月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 87,176,670,167   

 コール・ローン等 2,618,427,385   

 モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンド(評価額) 83,353,242,782   

 未収入金 1,205,000,000   

(B) 負債 2,937,525,769   

 未払収益分配金 2,017,888,010   

 未払解約金 208,009,971   

 未払信託報酬 707,691,567   

 未払利息 4,662   

 その他未払費用 3,931,559   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 84,239,144,398   

 元本 33,631,466,834   

 次期繰越損益金 50,607,677,564   

(D) 受益権総口数 33,631,466,834口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,048円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 18,288,213,375円 

期中追加設定元本額 23,050,679,714円 

期中一部解約元本額 7,707,426,255円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.5048円です。 

 

○損益の状況 (2019年２月26日～2020年２月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       559,894   

 支払利息 △       559,894   

(B) 有価証券売買損益 10,261,730,351   

 売買益 11,400,622,846   

 売買損 △ 1,138,892,495   

(C) 信託報酬等 △ 1,175,180,658   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 9,085,989,799   

(E) 前期繰越損益金 1,206,019,635   

(F) 追加信託差損益金 42,333,556,140   

 (配当等相当額) (  15,016,993,361)  

 (売買損益相当額) (  27,316,562,779)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 52,625,565,574   

(H) 収益分配金 △ 2,017,888,010   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 50,607,677,564   

 追加信託差損益金 42,333,556,140   

 (配当等相当額) (  15,091,524,282)  

 (売買損益相当額) (  27,242,031,858)  

 分配準備積立金 8,274,121,424   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年２月26日～ 
2020年２月25日 

費用控除後の配当等収益額 919,579,443円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 8,166,410,356円 

収益調整金額 42,333,556,140円 

分配準備積立金額 1,206,019,635円 

当ファンドの分配対象収益額 52,625,565,574円 

１万口当たり収益分配対象額 15,647円 

１万口当たり分配金額 600円 

収益分配金金額 2,017,888,010円 

③「モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部

を委託するために要する費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し、次に定める率を乗じて得た額を委

託者報酬の中から支弁しております。 

20億円以下の部分に対して 年１万分の80 

20億円超40億円以下の部分に対して 年１万分の75 

40億円超80億円以下の部分に対して 年１万分の70 

80億円超の部分に対して 年１万分の65 
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モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 600円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2020年２月25日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・2020年１月１日以降の分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信託金の限度額を従来の1,000億円から5,000億円へ変更し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2019年11月23日） 
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